
今後の計画

NAMニュース

2022年度は、ウガンダプロジェクトの実施が中心的な活動になりま

す。今回は現地活動を強化し、乳幼児補完食や母乳育児の行動変

容調査や戦略作成を指導するとともに、モニタリング評価データを

収集して効果を客観的に測定する方針です。中長期的には、日本

からの参加者を現地に招いた演習を行うことも検討しています。研

修ワークショップやグローバルフェスタ出展活動を行います。

特定非営利活動法人栄養不良対策行動ネットワーク

今回のテーマ

土地、教育、情報、資金、テクノロジー、および意思決定へのアクセスにおいて、女性は通常男性より制約を受ける場合が多い一方、女性は

農業生産や子育ての主な担い手でもあります。こうした不平等が女性の育児、食事、保健ケアの能力を制限し、栄養改善に大きな負の影響

をもたらしています。また、母親自身の健康や栄養状態はこどもの栄養不良につながります。家庭内での決定権を持つ母親は、栄養化の高

い食材を調達したり、家庭内で配布することがうまくできるでしょうし、子どもが病気になった時に保健所に連れていきやすくなるでしょう。栄

養不良の要因を分析し、改善活動を計画するうえでジェンダー分析が死活的な重要性を持つのはこのためです。

栄養不良とジェンダー

2022年2月14日に、ワークショップ【国際栄養プロジェクトの現状と

課題】第9回「乳幼児補完食の行動変容～北部ナイジェリアのケー

ススタディから」、が開催され、約200名が参加しました。低所得国

の栄養不良の原因のなかで最も重要である、不適切な乳幼児補完

食（Complementary Feeding）は、その改善が困難な課題の一つ

です。従来中心的に行われてきたアプローチである、「栄養教育」

や「栄養指導」の限界が指摘されてるなか、乳幼児補完食の現状と

エビデンスに基づく行動変容アプローチを紹介したうえで、NAMが

2021年に行った北部ナイジェリア調査を紹介しつつ、社会・食料環

境なども含む効果的な乳幼児補完食の行動変容アプローチを考察

しました。
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連続ワークショップ【国際栄

養の現状と課題】第９回

北部ウガンダ栄養プロジェクト IFNAアドバイザリー
。

2009年以来、ボコ・ハラム反政府活動

による人道危機で790万人が緊急支援

を必要としいる北部ナイジェリアのボル

ノ州および周辺地域は、暴力的過激派

によるテロや攻撃が一部続くものの、多

くのコミュニティは安定を取り戻し、避難

民帰還も始まってます。

ウガンダ北部西ナイル地方ユンベ群ビディビディ難民キャンプの難民

キャンプの栄養改善事業が、国際協力システム（JICS）の助成を受

けて実施することが決まりました。現地パートナーであるPACHEDO

と協力して、活動の準備中です。また、現地派遣要員として職員を公

募中です。

ロヒンギャ国内避難民栄養調査 講義「ポジティブデビアンス」

帝京大学大学院公衆保健学研究

科で、第２回目「ポジティブ・デビア

ンス」の講義と参加型演習をを行

いました。前回の参加者がPDを活

用した事例として「新型コロナウイ

ルス流行下における生活困窮者支

援団体の持つ特徴についてのケー

ススタディ」の発表も行われた。

ミャンマー北部ラカイン州のバングラデシュ国

境を接するMaungdaw 群に居住するイスラ

ム教徒（ロヒンギャ）は、ミャンマー国内で市民

権を与えられず、移動の自由や基礎的公共

サービスを制限されていて、特に2017年の国

内紛争以降、大量の難民が国内外に発生し

ました。現地で長く活動しているAction 

Contre La Faim (ACF)と共同して、NAMは

子どもの栄養不良の要因分析を行いました。

北部ナイジェリア行動変容調査

人材育成（インターン）

しかし、高い貧困率、低い教育レベル、ジェンダー、気候変動による

食糧不足、など様々な要因から栄養不良率が危機的に高い状態

が続いています。NAMは、現地で活動するNGOセーブ・ザ・チルド

レンと共同し、子どもの育児習慣の調査（バリア分析）を実施し、行

動変容コミュニケーション戦略作成を行いました。

新型コロナの影響がアフリカの食と栄養にどのような

影響を及ぼすかに関して、アフリカ各国の食品価格

データの収集と分析、特にナイジェリア事例を掘り下

げて調べてもらいました。新型コロナが現地の食品

価格やフードセキュリティに与えた影響が明らかにな

り、調査結果は修士論文にまとめられました。

JICAのSHEP事業で活用できる栄養紙芝居の

作成を行ないました。この紙芝居は、トマト、

ケール、ジャガイモ、バナナ、スイカ、キャベツ

の６種類の野菜の効能についてわかりやすく

説明したもので、JICAサイトにアップロードされ

ています。https://onl.sc/TWb7RRu

また、モザンビークとセネガル2か国のアドバイザリーも行いました。

一橋大学国際・公共政策大学院 公共経済プログラムのコンサルティン

グ・プロジェクトから、インターン竹田奈央さんを受入れました。

https://onl.sc/TWb7RRu

